










を極大にする可能性が最適資本課税の問題として1960年に MacDougall, G. 




















































I ol; TT,C・i¥ 
め …i国の輸入需要価格弾力性（＝二一一一一一一－ ＿！.＿＿！＿ 竺ー｝¥ o(Vi・Co) l; ) 
o; …i国の資本の物理的限界生産性の資本投入に関する弾力性
























{ Da=Da(Ya) ・(1・5) 
Db=Db(Yb） …（1・6)
上式は各国の国内支出が自国の所得の関教であることを示している。



















ー ?? ?? …（1・15)
一上式はB国の交易条件（Vi）あるいはA国の交易条件（九〉の定義式である。
上記の15個の式からなる体系は D;,Q;, I;, V;, C;;, Yi, K勺， K;h,Q’i 
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一め＝一九五~＝一µb・ob・ _/<kh ・ (2・凶
Vb= -Va …（2・15)
(2・1）～（2・15）からめ， q;,i;, y;, k*;, q’sの12個の変教および t,Vaの





Oa十ma〕（l-W；）んhー ｛mb一μb・ i!b(l-2a-ma-mb) }kbh 
=(1ー んー ma-mb)k十｛ι・I'a+(lー ん－ma)K}vb







































































c c －πa ・da十πbdb-Ia(l一πa〕C;a+fb・πb"Cib













A1 一(1ー πa) ーπb k αa・I'a+(l-Aa-ma) 
Az －ー1τa 一（1-rcb)
c 
da -ah・I'b+ma lw;・K 
c 
A3 rca 一TCb db αa・I'a+(l-ma) 
-1 







A3＝ーαa・I'a(μa ・oa+ μb・δb)(l-W;)+μa・oa(l-W;) (ma-1) 
一μb・δb{mb-W;(l-ma）｝一（1-ma・W;) 
I 資本課税率の引上げと関税賦課の効果


























A1 -1 0 
Az 0 ー1





































Vb＝去十｛μb・ '1b(l-ma-mb）ー（1-ma・W;)} ・(3・5)' 
Vb＝号（μaいれ）（l-W;)la・
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